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(57)【要約】
【課題】印刷中に版ずれが発生することがないように刷
版を版胴に装着できるようにする。
【解決手段】版胴Ａに設けた溝１の開口部１０の先行側
開口縁１１に先行側折曲げ部２２を引っ掛けて版胴に巻
き掛けた刷版２０の後行側折曲げ部を牽引するために前
記溝内に設けた牽引手段３に、開口部の先行側開口縁の
内側に設けられて刷版の先行側折曲げ部が接触する壁面
１２に対向する対向面４１を設け、前記対向面が、前記
牽引手段が刷版の後行側折曲げ部を牽引して均衡状態に
あるときに、前記牽引手段の角変位軸心から前記壁面に
引いた垂線Ｖと略直交する位置で、かつ壁面に対して刷
版の厚みよりわずかに大きな間隔ｔを隔てて対向するよ
うに設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　版胴の周面に開口部を有するとともに版胴の軸心と平行にして版胴に設けられた溝の版
胴回転方向に向いた側である先行側開口縁の内側に、版胴の周面の接線に対して鋭角な角
度α度に傾斜した壁面を設け、前記版胴の先行側開口縁に、この先行側開口縁の角度α度
と同一の曲げ角度α度に折り曲げ形成した刷版の先行側折曲げ部を引っ掛けるとともに、
刷版の後行側折曲げ部を前記溝内に設けられた牽引手段に引っ掛け、この牽引手段を前記
刷版の後行側折曲げ部を牽引する方向に角変位することにより刷版を版胴に装着するよう
にした刷版装着装置において、
　牽引手段に前記先行側開口縁の内側に設けた壁面に対向する対向面を設け、
　前記対向面が、前記牽引手段が刷版の後行側折曲げ部を牽引して均衡状態にあるときに
、前記牽引手段の角変位軸心から前記壁面に引いた垂線と略直交する位置で、かつ壁面に
対して刷版の厚みよりわずかに大きな間隔を隔てて対向するように設けられている
　ことを特徴とする刷版装着装置。
【請求項２】
　牽引手段に設けた対向面を、先行側開口縁内側の壁面との対向間隔を調整可能にしたこ
とを特徴とする請求項１記載の刷版装着装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、輪転印刷機の版胴に巻き付け装着される薄板状刷版の版胴への装着時に版
胴回転方向で先行する一側と後行の他側の両側を版胴に固定する装置であって、特には版
胴周面に軸方向に開口して設けられた溝の一側縁に前記刷版の前記先行側に形成した折曲
げ部を引っ掛けるとともに、前記後行側を溝内に牽引することによって刷版を版胴に固定
するようにした刷版装着装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記したこの種の刷版装着装置に関しては、様々な構成が知られている。
【０００３】
　なかでも、版胴周面に開口部を有する版胴の軸方向に対して直角な断面形状が略円形の
溝と、その溝内で角変位可能、かつ刷版の後行側に設けられた折曲げ部に引っ掛かり可能
な引っ掛け部が設けられた角変位軸を牽引手段として備え、前記開口部の一側縁において
版胴周面の接線に対して鋭角な角度α度傾斜して版胴の周面とともに前記開口部の一側縁
を形成する壁面に刷版の先行側に形成した鋭角な曲げ角度α度を成す折曲げ部の裏面を接
触させて掛け止めるとともに、刷版の後行側に牽引手段に引っ掛ける折曲げ部を形成し、
前記溝内で牽引手段を軸角変位手段により所定の方向に角変位させ、前記牽引手段の引っ
掛け部を刷版の後行側に形成した前記折曲げ部に引っ掛け、前記軸角変位手段が有するば
ね等の弾性部材から前記牽引手段に前記所定の角変位方向に弾性力を付与し、前記弾性力
で刷版の後行側を牽引することにより刷版を版胴に装着するようにした装置が公知となっ
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　以下に、前記した公知の刷版装着装置を図５乃至図８を参照しながら、より詳細に説明
する。図５は軸角変位手段と牽引手段の一部を破断して示す説明図、図６は従来技術にお
ける刷版装着装置の要部を示す断面図、図７は先行側及び後行側に折曲げ部を形成した刷
版を裏側から見た斜視図、図８はオフセット輪転印刷機の版胴付近の胴配列を示す説明図
である。
【０００５】
　オフセット印刷に用いられる刷版は、一般には０．３ｍｍ程度の厚みのアルミニウム製
の板材であって、印刷機の版胴Ａの周面に密着させて装着されるようになっている。そし
てこの刷版２０には、刷版先行側２１と刷版後行側２３をそれぞれ折り曲げて形成した先
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行側及び後行側の折曲げ部２２及び２４が設けられている。
【０００６】
　先行側折曲げ部２２は、鋭角な曲げ角度α度に裏面側に折り曲げられて形成されている
。また、後行側折曲げ部２４は鈍角に裏面側に曲げられ、さらにその先端寄りをＶ字形状
に裏面側に曲げ、後述する爪６１に引っ掛かるように形成されている。
【０００７】
　なお、上述の各折曲げ部２２、２４の折線部は、曲げ加工の際、及び印刷中に版材に亀
裂が生じないよう折線部の内側が適度な半径γの曲面とされている。また、両折曲げ部２
２、２４には刷版２０を版胴Ａの軸方向の所定の位置に位置決めするために、溝１内に設
けられた図示しないピンと嵌合する切欠き部２５、２６が設けられている。
【０００８】
　一方、版胴Ａには、周面にその軸と平行な開口部１０を有する少なくとも１つの溝１が
設けられている。この溝１は、版胴Ａの軸心と平行な中心線を有する適宜な内径ｆの概ね
円筒形の空間で、版胴Ａの周面に内径ｆより狭い開口幅ｇの前記開口部１０を有している
。そして開口部１０の一方で、かつ版胴Ａの回転方向に向いた側である先行側開口縁１１
から溝１の円筒内面の一部を削除して平らな壁面１２が設けられている。この壁面１２は
、先行側開口縁１１において版胴Ａの周面の接線に対して鋭角な角度α度をなしている。
なお、前記先行側開口縁１１の稜部は、上記刷版の折線部の内側曲げ半径ｒと等しい半径
ｒの円弧状に形成されている。
【０００９】
　前記溝１の円筒形空間内において溝１の円筒面との隙間が極めて小さく、かつ角変位可
能な円柱形状でその一部が軸方向に沿って切り欠かれた角変位軸６０が挿入されている。
この角変位軸６０には、刷版２０の後行側２３に設けられた後行側折曲げ部２４のＶ字形
状部に引っ掛け可能な引っ掛け部である爪６１が設けられており、角変位軸６０と爪６１
にて牽引手段６となっている。
【００１０】
　角変位軸６０は少なくとも一端部が版胴Ａの軸方向側面より版胴外部に突き出し、この
突き出し部には角変位軸６０を角変位させる軸角変位手段５(図５参照)が設けられている
。
【００１１】
　軸角変位手段５は、版胴Ａの側面より版胴外部に突き出した角変位軸６０に固定したリ
ング５１と、このリング５１に一端を取り付けた、ばね材で作られた平板状のレバー５２
と、このレバー５２を固定するフック５５を有している。刷版２０を版胴Ａの周面に巻き
付けた後、レバー５２を図５のレバー位置ａにて示した起こした位置からレバー位置ｂに
て示した閉じ位置まで操作することによって、角変位軸６０の爪６１が刷版２０の後行側
折曲げ部２４に引っ掛かり、さらにレバー５２を図５のレバー位置ｃまで撓ませて押し下
げ、レバー５２に設けられた角穴５３に、軸５４を中心に揺動可能に設けたフック５５の
顎５６を掛けてレバー５２を固定する。すると、レバー５２がレバー位置ｂからレバー位
置ｃまで撓むことで蓄えられた力がリング５１、角変位軸６０を介して爪６１に、前記後
行側折曲げ部２４を版胴Ａの回転方向と逆の方向に牽引する力を付与して均衡状態となる
ように構成されている。
【００１２】
　刷版２０は、刷版先行側２１にある先行側折曲げ部２２の裏面を壁面１２に接触させて
開口部１０の先行側開口縁１１に掛け止め、版胴Ａを印刷方向、すなわち矢印Ｆの方向に
１回転させて刷版２０を版胴Ａの周面に巻き付け、刷版２０の後行側折曲げ部２４のＶ字
形状部を爪６１で牽引することにより装着される。そして、刷版２０は版胴Ａに装着後、
印刷を始める前に版胴Ａが数回転するうちに図８で示されるブランケット胴Ｂによってし
ごかれ、刷版２０が版胴Ａの表面に十分密着させられると刷版後行側２３は、刷版２０が
装着直後で版胴Ａの表面に密着不十分なときよりも、わずかに版胴回転方向後方へ移動す
るが、角変位軸６０に設けられた爪６１が、刷版２０の後行側折曲げ部２４に付与してい
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る前記牽引する力によって刷版後行側２３とともに移動した後行側折曲げ部２４に追従し
、図６に鎖線で示した爪６１´の位置に移動するので、刷版２０は版胴Ａの表面に密着し
て装着される。なお図８においてＣ１、Ｃ２はインキ供給ゴムローラー、Ｄは水供給ロー
ラーである。
【００１３】
　版胴Ａの周面に巻き付け装着された刷版２０には印刷中、転写圧が付加されて接触回転
しているブランケット胴Ｂとニップ幅をもって接触回転しているインキ供給ゴムローラー
Ｃ１、Ｃ２及び湿し水供給ゴムローラーＤから及ぼされる円周方向の力、すなわち矢印Ｆ
で示す版胴Ａの回転方向と逆方向へずり動かそうとする力が作用する。この刷版２０に作
用する回転方向後方へずり動かそうとする力の反力は、開口部１０の先行側開口縁１１に
接している刷版２０の先行側折曲げ部２２の折線部Ｒに作用する。この力は刷版表面の摩
擦係数や版胴の回転速度等諸条件により異なるが、さほど大きな力でない場合、刷版２０
は前述の刷版先行側２１に形成された鋭角な先行側折曲げ部２２を版胴表面の開口部１０
の先行側開口縁１１に引っ掛けることのみでその先行側を固定できる。
【００１４】
　しかし、前記刷版２０を円周方向で版胴Ａの回転方向後方へずり動かそうとする力があ
る程度以上になると、刷版２０の先行側折曲げ部２２は開口部１０の先行側開口縁１１の
先端によって押し退けられ、先行側折曲げ部２２は曲げ角度α度が前記先行側開口縁１１
を支点に展開され、先行側折曲げ部２２の裏面は図６にて２点鎖線で示す先行側折曲げ部
２２´のように接触していた版胴Ａの壁面１２から離れる。
【００１５】
　これと同時に一致していた刷版２０の折線部Ｒの内側曲面の半径ｒの中心と先行側開口
縁１１の稜部の半径ｒをなす円弧の中心にずれを生じ、密着していた刷版２０の折線部Ｒ
の内側と先行側開口縁１１の稜部の円弧表面の間に隙間が生じ、前記刷版２０をずり動か
そうとする力に対抗していた刷版２０の折線部Ｒの内面と先行側開口縁１１の稜部の円弧
表面間の摩擦力が低下する。
【００１６】
　すると、前記折線部Ｒの内面と先行側開口縁１１の稜部の円弧表面間で滑りが生じ、先
行側開口縁１１から滑り動いてわずかに版胴Ａの周面に浮き上がった刷版２０の折線部Ｒ
は、版胴Ａの回転に伴い接触回転しているブランケット胴Ｂ、インキ供給ゴムローラーＣ
１、Ｃ２及び浸し水供給ローラーＤによって版胴Ａの周面に押し付けられ曲げが伸ばされ
ることを繰り返し、曲げ角度が開かれた折線部Ｒの内面の長さ分にわたって刷版２０の全
体が回転方向後方へずり動かされ、いわゆる版ずれを起こす。
【００１７】
　そこで、版胴Ａの周面に密着して装着された刷版２０に版胴Ａの回転方向後方へずり動
かそうとする力が働いても版ずれを起こさないようにするために、例えば特許文献２、特
許文献３、特許文献４に開示された刷版装着装置が知られている。
【００１８】
　特許文献２に示されたものは、巻棒(角変位軸)の長手方向に形成された切溝に略Ｖ字形
状に形成した複数のばね鋼板が取り付けられている。前記巻棒には、軸角変位手段として
巻棒の端部に嵌合したレバー端部に圧縮コイルばねの力がかけられており、常に巻棒を所
定の向きに角変位させる力が付与されている。
【００１９】
　前記巻棒を工具により一時的に前記所定の向きと逆向きに角変位させて、刷版の先行側
を溝内壁面に掛け、刷版を版胴に巻きつけた後、後行側を溝に挿入する。後行側を溝に挿
入後、前記工具による操作を解除することにより、前記Ｖ字形状ばね鋼板の先端部は前記
巻棒の所定の向きへ角変位して、一方の先端部が溝内壁面にかけられた刷版の先行側に接
触し、他方の先端部のＬ字形状に曲げられた部分で刷版の後行側のＬ字形状に曲げられた
部分を引っ掛け、さらに巻棒に付与されている所定の向きに角変位させる力によって刷版
の先行側を版胴の溝内壁面に押さえ付け、かつ刷版の後行側を溝内へ引き込み(牽引し)、
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刷版を版胴に装着していた。
【００２０】
　特許文献３に示されたものは、巻締め軸（角変位軸）に、刷版後行側の鉤状に形成され
た部分を引っ掛けるための鉤状に形成された板ばねを取り付けるとともに、刷版先行側に
形成された前縁部(折り曲げ部)にＶ字型に形成された突起に接触して、これに溝内へ引き
込むための縁が設けられている。
【００２１】
　さらに巻締め軸の端部には、軸角変位手段として巻締め軸に固定されたレバーと、その
レバーに巻締め軸を角変位させる力を付与する圧縮コイルばねを備えており、巻締め軸が
角変位する方向を切り替えることが可能となっている。
【００２２】
　そして、刷版を装着するときは、巻締め軸に設けられた縁及びこの巻締め軸に取り付け
られた鉤状に形成された板ばねが、刷版の先行側及び後行側と離れる方向に巻締め軸を角
変位させて、刷版の先行側を溝内壁面に掛け、刷版を版胴に巻き付けた後、後行側を溝に
挿入する。次に、前記巻締め軸の角変位する方向を切り替えることにより巻締め軸に設け
られた縁が刷版の先行側折曲げ部に形成された突起に接触するとともに、板ばねの鉤状に
形成された部分が、刷版の後行側の鉤状に曲げられた部分を引っ掛け、巻締め軸に圧縮コ
イルばねによって付与されている角変位させる力によって刷版の先行側を版胴の溝内に引
き込み、かつ刷版の後行側を溝内へ引き込み(牽引し)、刷版を版胴に装着していた。
【００２３】
　特許文献４に示されたものは、版胴の周面に開口する溝内の壁面に刷版先行側を挿入す
る刷版の厚さより若干広い幅を有し、版胴の軸心と平行な細長い溝が設けてあり、その細
長い溝に刷版先行側折曲げ部を挿入することにより、この細長い溝の溝壁が刷版先行側折
曲げ部の跳ね上がり防止面となるとともに、刷版後行側の屈曲部を版胴の周面に開口する
溝内に挿入し、その溝内に設けられたテンションバー(角変位軸)の刷版後行側を引っ掛け
る剛体の爪を、刷版後行側の屈曲部に引っ掛けて前記テンションバーを角変位させ、前記
刷版後行側の屈曲部を版胴溝内へ引き込み、前記跳ね上がり防止面の裏面、つまり前記版
胴の周面に開口する溝内の壁面である押さえ面にテンションバーに付与されたばね力で押
し付けて刷版を版胴に装着していた。
【００２４】
【特許文献１】特開平７－１２５１８０号公報
【特許文献２】特開平５－６９５３１号公報
【特許文献３】特開平７－３２３５１９号公報
【特許文献４】特開２００３－２０５５９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　しかしながら、前記した特許文献２乃至４に開示された装置においても、以下のような
課題があった。
【００２６】
　特許文献２及び３に示した従来の刷版装着装置では、軸角変位手段の有するばねによっ
て角変位軸を所定の向きに角変位させる力が付与されている。そして角変位軸を所定の向
きに角変位させる力によって、特許文献２では角変位軸に設けられた板ばねによって刷版
の後行側を牽引するとともに、先行側を溝内壁面に押し付ける構成としており、特許文献
３では角変位軸に設けられた板ばねによって刷版の後行側を牽引するとともに、先行側を
も角変位軸に設けられた縁によって溝内に引き込む構成としていた。
【００２７】
　前記構成のため、軸角変位手段が有するばねによって付与された角変位軸を角変位させ
る力は、刷版の後行側を牽引するための力と、先行側を壁面に押し付ける、あるいは引き
込むための力の双方に分けられるため、刷版の後行側と先行側に作用させる力の和となる
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大きな力が必要であった。
【００２８】
　そのために、軸角変位手段が大型になるとともに、軸角変位手段が角変位軸に付与する
角変位軸を角変位させる力によって角変位軸はねじれ変形しないように太くしなければな
らなかった。
【００２９】
　特許文献４では、刷版先行側を挿入する細長い溝は、版胴本体に直接形成された跳ね上
がり防止面を有しているが、そのために刷版先行側を挿入する溝幅が常に狭くなっていて
、刷版先行側を挿入しにくいうえ、細長い溝内にインキや紙粉が入り込むと、それらが溝
内に詰まり、刷版先行側が溝奥まで完全に入らなくなる恐れがあった。
【００３０】
　この発明は前述のことに鑑みなされたもので、印刷中に刷版の先行側に形成された折曲
げ部の角度が大きくなるように曲げ開かれることがなく、したがって版ずれを起こすこと
がなく、また刷版の先行側を引っ掛ける作業が行いやすく、またインキや紙粉などが壁面
と対向面との間に詰まる恐れがなく、さらに牽引手段には刷版後行側を牽引するのに必要
な角変位する力のみ付与すればよいようにして、装置全体を小型化できるようにした刷版
装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　前記課題を解決するために、この発明に係る刷版装着装置は、版胴の周面に開口部を有
するとともに版胴の軸心と平行にして版胴に設けられた溝の版胴回転方向に向いた側であ
る先行側開口縁の内側に、版胴の周面の接線に対して鋭角な角度α度に傾斜した壁面を設
け、前記版胴の先行側開口縁に、この先行側開口縁の角度α度と同一の曲げ角度α度に折
り曲げ形成した刷版の先行側折曲げ部を引っ掛けるとともに、刷版の後行側折曲げ部を前
記溝内に設けられた牽引手段に引っ掛け、この牽引手段を前記刷版の後行側折曲げ部を牽
引する方向に角変位することにより刷版を版胴に装着するようにした刷版装着装置におい
て、牽引手段に前記先行側開口縁の内側に設けた壁面に対向する対向面を設け、前記対向
面が、前記牽引手段が刷版の後行側折曲げ部を牽引して均衡状態にあるときに、前記牽引
手段の角変位軸心から前記壁面に引いた垂線と略直交する位置で、かつ壁面に対して刷版
の厚みよりわずかに大きな間隔を隔てて対向するように設けられている構成になっている
。
【００３２】
　そして前記刷版装着装置において、牽引手段に設けた対向面を、先行側開口縁内側の壁
面との対向間隔を調整可能にした。
【発明の効果】
【００３３】
　前記のように構成されたこの発明によれば、次のような効果を奏することができる。
【００３４】
　（１）印刷中に刷版を版胴の回転方向後方へずり動かそうとする力が作用しても、刷版
の先行側折曲げ部が牽引手段に設けた対向面に接触されて、この先行側折曲げ部が版胴の
溝の先行側開口縁の内側に形成された壁面から極わずかしか離隔することができないので
、刷版の先行側折曲げ部の折り曲げ角度α度が大きくなるように開かれることがなく、刷
版の先行側折曲げ部の変形による版ずれを起こすことがない。
【００３５】
　（２）また、角変位することにより刷版の後行側折曲げ部を牽引する牽引手段に前記対
向面が設けられていることにより、刷版の先行側折曲げ部を版胴の溝の先行側開口縁に引
っ掛ける作業の際には、前記牽引手段を逆方向に角変位させて前記対向面を先行側開口縁
内側の壁面から大きく離隔させることができる。このことにより刷版装着に際して、これ
の先行側折曲げ部を版胴の溝の先行側開口縁に引っ掛ける作業が行いやすく、またインキ
や紙粉などが壁面と対向面の間に詰まる恐れがない。
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【００３６】
　（３）さらに、印刷中における刷版の先行側折曲げ部が壁面から離れる方向への変形を
支える対向面が、牽引手段の角変位軸心から前記壁面に引いた垂線と略直交する位置に設
けられていることにより、先行側折曲げ部から対向面に作用する力は牽引手段の角変位軸
心に向けて作用し、そして牽引手段を介して版胴の溝の内面にて受けられるので、前記先
行側折曲げ部が前記壁面から離れようとする力を対向面で受けても、牽引手段には角変位
を起こさせるモーメント荷重がほとんど発生することがない。これによって牽引手段には
刷版の後行側折曲げ部を牽引するのに必要な角変位させる力だけを付与すればよく、この
牽引手段の刷版装着時における角変位させる力を小さくすることができる。しかも牽引手
段は前記刷版の後行側折曲げ部を牽引するのに必要な角変位力に対してねじれ変形を生じ
ない強度を有していればよく、刷版装着装置全体を小型化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　この発明の実施の形態を図１から図４に基づいて説明する。図１はこの発明に係る刷版
装着装置の要部で、かつ刷版を装着した状態を版胴の軸直角方向に断面して示す断面図で
ある。図２は図１において刷版装着装置の牽引手段が刷版の後行側の引っ掛けを解除した
状態を示す断面図である。図３は図１の要部を拡大して示す作用説明図である。図４は牽
引手段と軸変位手段の一部を示す斜視図である。なお、これらの図において、図５乃至図
８を参照して説明した従来の装置と同じ機能、形態を有する部材には同じ符号を付してい
る。
【００３８】
　刷版２０の刷版先行側２１には鋭角な曲げ角度α度に裏面側に折り曲げられた先行側折
曲げ部２２が形成されている。また刷版後行側２３には鈍角に裏面側に折り曲げられ、さ
らにその先端寄りをＶ字形状に裏面側に折り曲げ、後述する爪３３に引っ掛かる後行側折
曲げ部２４が形成されている。
【００３９】
　なお、上述の各折曲げ部２２、２４の折線部は、曲げ加工の際及び印刷中版材に亀裂が
生じないよう折線部の内側が適度な半径ｒの曲面とされている。そして刷版２０の両折曲
げ部２２、２４には刷版を版胴Ａの軸方向所定の位置に位置決めするために、図７に示し
た従来の刷版と同様にピンと嵌合する切欠き部２５、２６が設けられている。
【００４０】
　一方、版胴Ａには、この版胴Ａの軸心と平行で、かつ周面に開口部１０を有する少なく
とも１つの溝１が設けられている。溝１は適宜な内径ｆの概ね円筒形の空間であり、前記
したこの溝１の開口部１０の開口幅ｇは内径ｆより狭くなっている。そして開口部１０の
版胴Ａの回転方向に向いた側である先行側開口縁１１から溝１の円筒面の一部を削除して
平面状にした壁面１２が設けられており、この壁面１２は先行側開口縁１１において版胴
Ａの周面の接線に対して鋭角な角度α度をなしている。そして壁面１２と版胴Ａの周面と
の稜部は、前記刷版２０の折線部Ｒの内面側の半径ｒと等しい半径の円弧に形成されてお
り、これらの構成は図５、図６で示した従来技術のものと同一である。
【００４１】
　前記溝１の円筒形空間には、角変位可能、かつ円筒形空間内面との間の隙間が最小とな
る円柱形状の角変位軸３０が挿入されている。そしてこの角変位軸３０の直径方向両側に
は軸と平行に切り欠かれた２つの切欠き平面３１、３２が軸方向に形成されていて、角変
位軸３０の切り欠きを有する方の直径方向の厚みが開口部１０の開口幅ｇより狭くなって
いて、角変位軸３０がこの開口部１０から溝１内へ挿入できるようになっている。
【００４２】
　前記角変位軸３０の一方の切欠き平面で、溝１の開口部１０に対向する方の切欠き平面
３１に、版胴Ａに装着する前記刷版２０の後行側折曲げ部２４のＶ字形状部に引っ掛け可
能な引っ掛け部材である爪３３がボルト４３にて取り付けられており、他方の切欠き平面
で、前記開口部１０に対して反対側の切欠き平面３２には、角変位軸３０の円周面を補足
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して角変位軸３０の溝１内における回転を円滑にするためのガイドブロック３５が角変位
軸３０の長手方向の適宜の位置(全長にわたり、あるいは複数個所)にボルト３６にて取り
付けられている。そして前記角変位軸３０と爪３３にて牽引手段３が構成されている。
【００４３】
　前記牽引手段３を構成する角変位軸３０の溝１の開口部１０側に対向する切欠き平面３
１側に、溝１の壁面１２に対向する対向面４１を有する版ずれ防止ブロック４０が、前記
爪３３を取付けるボルト４２にて共締めにより取り付けられている。
【００４４】
　前記版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、角変位軸３０が前記爪３３によって刷版
２０の後行側折曲げ部２４を牽引して均衡状態の角変位位相にあるときに、図３に示すよ
うに角変位軸３０の軸心Ｐから壁面１２に引いた垂線Ｖと略直角に交わる位置で、かつ前
記壁面１２に刷版２０の厚みよりわずかに大きな所定の間隔ｔを隔てて対向するようにな
っている。
【００４５】
　前記版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、図４に示すようになっていて、刷版２０
を版胴Ａの軸方向所定の位置に位置きめするために刷版２０の先行側折曲げ部２２に図７
に示すように設けられた切欠き部２５に嵌合する溝１内に設けられた図示しないピンとの
干渉を避けるためのピン対応部４２と、版ずれ防止ブロック４０を角変位軸３０の切欠き
平面３１へ取付けるためのボルト４３の締め付け部を除いて刷版２０の先行側折曲げ部２
２の長さの略全長にわたって設けられている。そして前記爪３３は、前記刷版２０の後行
側折曲げ部２４に設けられた前記刷版２０の切欠き部２６に嵌合する溝１内に設けられた
図示しないピンとの干渉を避けるためのピン対応部３４を除いて刷版２０の後行側折曲げ
部２４の長さの略全長にわたって設けられている。
【００４６】
　また、対向面４１の幅は、角変位軸３０が角変位する範囲、すなわち図２に示した角変
位軸３０の角変位位相（牽引手段３の爪３３が刷版２０の後行側折曲げ部２４の引っ掛け
を解除できる状態での角変位軸３０の角変位位相）から図３に鎖線で示した角変位軸３０
´の角変位位相（牽引手段３が刷版２０の後行側折曲げ部を牽引して均衡状態を得られる
範囲で角変位軸３０が最も角変位した角変位位相）までの角変位範囲内において、対向面
４１の幅方向両側の各辺４１ａ、４１ｂが先行側開口縁１１に掛けられる刷版２０の先行
側折曲げ部２２の表面に接触しないか、あるいは接触しても角変位軸３０の角変位を阻害
しない軽徴な接触にとどまる幅になっている。
【００４７】
　角変位軸３０は少なくともこれの軸方向一端部が版胴Ａの側面より外部へ突き出ており
、この突き出し部には、例えば図５に示した従来装置と同じ軸角変位手段５が設けられて
おり、図４に示すように角変位軸３０と連係して牽引手段３を角変位させるようになって
いる。
【００４８】
　軸角変位手段５は、版胴Ａの側面より版胴外部へ突き出した角変位軸３０（図５では６
０）に固定したリング５１と、そのリング５１に一端を取り付けたばね材で作られた平板
状のレバー５２と、レバー５２を固定するフック５５を有している。
【００４９】
　刷版２０を版胴Ａの周面に巻き付けた後、レバー５２を図５のレバー位置ａ（起こした
位置）からレバー位置ｂ（閉じた位置）に操作することにより爪３３（図５では６１）は
後行側折曲げ部２４に引っ掛かり、さらにレバー５２を図５のレバー位置ｃまで撓ませて
押し下げ、レバー５２に設けられた角穴５３に、軸５４を中心にして揺動可能なフック５
５の顎６を掛けてレバー５２を固定する。するとレバー５２がレバー位置ｂからレバー位
置ｃまで撓むことで蓄えられた力がリング５１、角変位軸（図５では６０）を介して爪３
３（図５では６１）に前記後行側折曲げ部２４を版胴Ａの回転方向と逆の方向へ牽引する
力を付与し均衡状態となるように構成されている。
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【００５０】
　次に刷版２０を版胴Ａの周囲に装着する手順について説明する。
【００５１】
　まず版胴Ａを回転させて、これの周面に設けられた開口部１０を所定の刷版装着位置に
して版胴Ａを停止させる。ついで軸角変位手段５のレバー５２の角穴５３に掛けられてい
るフック５５の顎５６を、フック５５を軸５４を中心に図５で左回転方向に揺動して外し
、レバー５２を図５のレバー位置ｃからレバー位置ａに角変位させる。
【００５２】
　すると、角変位軸３０は図１において反時計方向に角変位して、図２に示す角変位位相
（牽引手段３の爪３３が後行側折曲げ部２４の引っ掛けを解除している状態）になるので
、刷版２０の先行側折曲げ部２２を開口部１０の先行側開口縁１１に引っ掛ける。このと
き版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、壁面１２から大きく離隔した位置にあるので
、先行側折曲げ部２２は容易に開口部１０の先行側開口縁１１に引っ掛けることができる
。
【００５３】
　先行側折曲げ部２２の曲げ角度と、壁面１２が先行側開口縁１１において版胴Ａの周面
の接線とでなす角度がともにα度であるため、先行側折曲げ部２２の折線部Ｒが先行側開
口縁１１に一致すると、先行側折曲げ部２２の裏面は壁面１２に接触する。さらに前記先
行側折曲げ部２２の折線部Ｒの内側の曲面半径ｒと前記先行側開口縁１１の稜部円弧の半
径ｒは等しいので、折線部Ｒの内面と先行側開口縁１１の稜部表面も接触する。
【００５４】
　次に、版胴Ａを印刷方向、すなわち図２において矢印Ｆの方向にゆっくり回転させなが
ら刷版２０を版胴Ａの周面に巻き付け、版胴Ａが１回転して開口部１０が再び所定の刷版
装着位置にきたところで版胴Ａを停止させる。
【００５５】
　刷版２０の後行側折曲げ部２４を開口部１０内に挿入し、前記軸角変位手段５のレバー
５２を図５のレバー位置ａからレバー位置ｂに回動操作することにより角変位軸３０を角
変位させ（図２で時計回り）、後行側折曲げ部２４のＶ字形状部を爪３３により引っ掛け
、さらにレバー５２を図５のレバー位置ｃまで撓ませて押し下げ、レバー５２に設けられ
た角穴５３に、軸５４を中心に揺動可能なフック５５の顎５６を掛けてレバー５２を固定
する。これにより、レバー５２がレバー位置ｂからレバー位置ｃまで撓むことで蓄えられ
た力がリング５１、角変位軸３０を介して爪３３が前記後行側折曲げ部２４に版胴Ａの回
転方向と逆の方向に牽引する力を付与して均衡状態となることにより、刷版２０は版胴Ａ
の周面に装着される。
【００５６】
　ここでレバー５２を図５のレバー位置ａからレバー位置ｂに、そしてレバー位置ｃまで
操作して爪３３が後行側折曲げ部２４のＶ字形状部を引っ掛け、牽引する力を付与される
まで版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、壁面１２に接触して掛けられた先行側折曲
げ部２２の表面に接触しないか、あるいは接触しても軽徴な接触なので、角変位軸３０の
角変位を阻害することはなく、さらに刷版２０が版胴Ａに装着された後、印刷を始める前
に図８に示す状態で版胴Ａが数回転する間にブランケット胴Ｂによってしごかれ、刷版２
０が版胴Ａの表面に十分密着されて刷版後行側２３が刷版２０の装着直後で版胴Ａの表面
に密着不十分なときよりも、わずかに版胴回転方向後方へ移動しても、角変位軸３０に設
けられた爪３３が刷版２０の後行側２３の後行側折曲げ部２４に付与している牽引力によ
って刷版後行側２３とともに移動した後行側折曲げ部２４に追従移動するのを妨げないの
で、刷版２０は版胴Ａの表面に密着して装着される。
【００５７】
　刷版２０を版胴Ａの周面から取り外す手順については、前記取り付け手順の逆を行うこ
とにより成されるため、ここでは説明を省略する。
【００５８】
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　次に、この発明の作用について説明する。
【００５９】
　版胴Ａの回転に伴い版胴Ａに装着された刷版２０に、この発明の背景技術で説明したよ
うに円周方向で版胴２０の回転方向後方、すなわち矢印Ｆとは逆の方向へずり動かそうと
する力が作用する。
【００６０】
　前記ずり動かそうとする力がある程度以上になった場合でも、この発明によれば版胴Ａ
に刷版２０を装着した状態、すなわち角変位軸３０に取付けられた爪３３が、後行側折曲
げ部２４を牽引して均衡状態となった角変位軸３０の角変位位相にあるとき、版ずれ防止
ブロック４０の対向面４１が壁面１２に対して後述する所定の間隔ｔをなして対向してい
る。
【００６１】
　したがって、壁面１２に接している刷版２０の先行側折曲げ部２２の裏面が、背景技術
で説明した刷版装着装置のように先行側開口縁１１の先端から受けるこの刷版２０に作用
する版胴回転方向後方へずり動かそうとする力の反力によって押し退けられ、接していた
版胴Ａの壁面１２から離れようとしても版ずれ防止ブロック４０の対向面４１が刷版２０
の先行側折曲げ部２２に対向しているため、この先行側折曲げ部２２の裏面が壁面１２か
ら極わずかしか離れることができない。
【００６２】
　すなわち、図１において先行側開口縁１１の先端を支点として先行側折曲げ部２２が開
かれることによって刷版２０の折線部Ｒの内側曲げ半径ｒの中心と先行側開口縁１１の稜
部の半径ｒをなす円弧の中心にずれが生じないので、密着している刷版２０の折線部Ｒの
内面と先行側開口縁１１の先端円弧表面の間で、前記刷版２０をずり動かそうとする力に
対抗している摩擦力が保持され、刷版２０が版胴Ａの周面上でその回転方向後方へずれる
ことがない。
【００６３】
　また、版ずれ防止ブロック４０の対向面４１が壁面１２に対して隔たる所定の間隔ｔは
、刷版２０の厚みよりわずかに広くなっていることにより、刷版２０を版胴Ａの周面に装
着する手順で説明したように、角変位軸３０を図２に示す爪３３が刷版２０の後行側折曲
げ部２４の牽引を解除している角変位位相から図１に示す刷版２０の後行側折曲げ部２４
を牽引した状態、さらに図３の鎖線で示した爪３３´が刷版２０の後行側折曲げ部２４を
牽引可能な最大角変位位相まで障害なく角変位することが可能である。
【００６４】
　なお図３における角度β度は、開口部１０の先行側開口縁１１における稜部の半径ｒを
なす円弧の中心から前記円弧の両端点に引いた２本の直線にて挟まれた角度であって、こ
の角度βは版胴Ａの先行側開口縁１１に対する刷版２０の先行側折れ曲げ部２２の接触面
の範囲となる。この接触範囲角度β度は、前記角度α度に対する補角の関係にある。そし
て前記したように先行側折曲げ部２２が先行側開口縁１１を支点として壁面１２から、例
えば１度離れたとすると、先行側折曲げ部２２のなす曲げ角度α度は１度増加したことに
なるから、このときの接触範囲角度β度は１度減少したことになる。すなわち、曲げ角度
α度が１度増加して４６度になると、接触範囲角度β度は１３４度になって１度減少する
。この１度の角度の減少は、β度である１３４度の０．７４％である。
【００６５】
　この出願人のテストによれば、図示の実施の形態において開口部１０の先行側開口縁１
１の角度α度が４５度のとき先行側折曲げ部２２が先行側開口縁１１を支点として壁面１
２から離れる角度が１度以内となるように版ずれ防止ブロック４０の対向面４１を対向さ
せることにより、極めて有効な版ずれ防止効果が得られた。
【００６６】
　このことから言い換えると、図３において密着している刷版２０の折線部Ｒの内側の曲
面が、先行側開口縁１１の先端円弧表面と接触している範囲の角度である曲げ角度α度の
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補角である接触範囲角度β度の減少を接触範囲角度β度の０．７４％以内となるような位
置に対向面４１を対向させるよう間隔ｔを決めることによって、刷版２０が版胴Ａの回転
方向後方へずれ動かされることが防止できるとともに、刷版２０の装着初期における版胴
Ａの周面への密着の度合い向上に伴う牽引手段３の牽引方向への角変位を妨げることなく
、この本発明が有効に機能することができた。
【００６７】
　ところで刷版２０の両折曲げ部２２、２４の折線位置は、一定の寸法公差の範囲内に加
工されており、牽引手段３が刷版２０の後行側折曲げ部２４を牽引して均衡状態となった
ときに、装着された刷版２０によって後行側折曲げ部２４を引っ掛けている爪３３の位置
が、前記刷版２０の後行側折曲げ部２４の折線位置の寸法公差の範囲で異なる位置となる
。
【００６８】
　前記理由により牽引手段３が後行側折曲げ部２４を牽引して均衡状態となったときの角
変位軸３０の角変位位相は一定の範囲を有し、角変位軸３０に取り付けられた版ずれ防止
ブロック４０の対向面４１が壁面１２に対向する角度も一定の範囲を有することとなる。
【００６９】
　このときにおいて、版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、好ましくは角変位軸３０
の軸心ｐから壁面１２に引いた垂線Ｖと直角に交わる位置にあるが、この出願人のテスト
によって対向面４１は、角変位軸３０の軸心ｐから壁面１２に引いた垂線Ｖと９０度プラ
ス・マイナス３．５度の範囲で交わる位置であれば効果に変わりないことが確認された。
これはこの実施の形態の刷版２０の折線位置の加工寸法公差の範囲をカバーするものであ
る。
【００７０】
　また、版ずれ防止ブロック４０の対向面４１は、角変位軸３０の軸心ｐから壁面１２に
引いた垂線Ｖに略垂直に交わる位置にあるので、対向面４１に作用する先行側折曲げ部２
２が壁面１２から離れようとする力は角変位軸３０の軸心ｐに向かう方向に作用し、そし
て角変位軸３０の周面を介して溝１の内面が受けるので、前記先行側折曲げ部２２が壁面
１２から離れようとする力が対向面４１に作用したときに、角変位軸３０に角変位を起こ
させるモーメント荷重がほとんど発生しない。言い換えれば対向面４１に作用する先行側
折曲げ部２２が壁面１２から離れようとする力を制するために角変位軸３０に角変位させ
る力を加える必要はない。
【００７１】
　この発明は図示した実施の形態に限定されるものではなく、例えば版ずれ防止ブロック
４０の対向面４１は、先行側折曲げ部２２が壁面１２から離れようとする力を受け止める
際に、平面状になっている先行側折曲げ部２２が対向面４１に接触してたわみ変形するこ
とがないように、前記壁面１２から離れようとする力を分散して受け止めるようにした形
状、及び面積を有していれば図示した平面形状に限るものではなく、連続した面もしくは
複数に分割した面、または平滑面もしくは粗面、凹凸面であってもよい。
【００７２】
　また、版ずれ防止ブロック４０を角変位軸３０に取り付けているボルト４３部分におい
て、版ずれ防止ブロック４０を角変位軸３０の切欠き平面３１に対して、これに平行かつ
角変位軸３０の中心線と直角方向に取り付け位置を調整可能にする。これは、例えば版ず
れ防止ブロック４０のボルト４２の取付け穴を前記調整方向に大きくすればよい。これに
より、刷版２０の厚みの変更に応じて間隔も最適に調整することができる。
【００７３】
　また、図示の実施の形態では、版ずれ防止ブロック４０を爪３３に重ねてボルト４３に
て共締め状に角変位軸３０に一体状に取り付けた構成を示したが、爪３３と版ずれ防止ブ
ロック４０の双方を別々のボルトを用いて角変位軸３０の切欠き平面３１に別々に取り付
けるようにしてもよい。
【００７４】
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　さらに、角変位軸３０の断面形状もこの実施の形態で説明した形状に限るものではなく
、爪３３と版ずれ防止ブロック４０及びガイドブロック３５のいずれか、または全てを角
変位軸３０と一体としてもよい。この場合、角変位軸３０は開口部１０から挿入できない
ので、軸方向に溝１に挿入する。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】この発明に係る刷版装着装置を示す断面図である。
【図２】図１において、牽引手段が刷版の後行側折曲げ部の引っ掛けを解除した状態を示
す断面図である。
【図３】図１の要部を拡大して示す作用説明図である。
【図４】牽引手段と軸角変位手段を示す斜視図である。
【図５】軸角変位手段と牽引手段を一部破断して示す説明図である。
【図６】従来の刷版装着装置の要部を示す断面図である。
【図７】この発明装置で用いる刷版を裏側から見た斜視図である。
【図８】輪転印刷機の版胴付近の胴配列を示す説明図である。
【符号の説明】
【００７６】
　Ａ…版胴
　Ｂ…ブランケット胴
　Ｃ１、Ｃ２…インキ供給ゴムローラー
　Ｄ…湿し水供給ゴムローラー
　Ｆ…版胴の印刷時回転方向を示す矢印
　Ｒ…折線部
　Ｖ…垂線
　ａ、ｂ、ｃ…レバー位置
　ｇ…開口幅
　ｐ…軸心
　ｒ：半径
　ｆ…溝内径
　ｔ…間隔
　α…刷版先行側折曲げ部の曲げ角度及び版胴の開口部の先行側開口縁の角度
　β…接触範囲角度
　１…溝
　１０…開口部
　１１…先行側開口縁
　１２…壁面
　２０…刷版
　２１…刷版先行側
　２２、２２´…先行側折曲げ部
　２３…刷版後行側
　２４…後行側折曲げ部
　２５、２６…切欠き部
　３…牽引手段
　３０…角変位軸
　３１、３２…切欠き平面
　３３、３３´…爪
　３４…ピン対応部
　３５…ガイドブロック
　３６…ボルト
　４０、４０´…版ずれ防止ブロック
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　４１…対向面
　４１ａ、４１ｂ…辺
　４２…ピン対応部
　４３…ボルト
　５…軸角変位手段
　５１…リング
　５２…レバー
　５３…角穴
　５４…軸
　５５…フック
　５６…顎
　６…牽引手段
　６０…角変位軸
　６１、６１´…爪

【図１】 【図２】
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